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Ｑ＆Ａ 

Ｑ１．エイブルは不動産賃貸仲介業なのに，アセットマネジメント（資産の運用）を最も

力を入れていると言われていましたが，FP（ファイナンシャルプランニング）の資格を取

入れていると思いますが，宅建の場合は，の場合は，営業所で５人に１人ですが，FP
の資格を持っている人は，エイブルに入社しやすいのでしょうか。 

 

Ａ１．FP（ファイナンシャルプランナー）の資格を持っていること自体が「当

社に入社しやすい」ということに直結するわけではありませんが，FP に必要さ

れる知識が，当社の営業の現場においても大きな武器になることは間違いあり

ません。 

 

 
Ｑ３．金利の上がり下がりは何を見ればわかるのですか? 
 

Ａ３．都市銀行の Web サイトを 2,3 訪れてみれば，現時点での市場金利の大体

の状況がわかります。経年変化を含めた月次マクロ統計については，日本銀行

の「金融経済統計月報」をまず見て下さい。日本銀行の Web サイト上で公開さ

れています。住宅購入問題という観点からは，住宅ローン金利自体はもちろん

ですが，長期金利一般の動きにも着目して下さい。長期金利の代表的指標は新

発 10 年物国債利回りです。 

 

 
Ｑ４．近年は一戸建て住宅よりもマンション購入者の方が増えてきていると聞いたこと

があるのですが，それが事実なら，そのマンション購入についてはどう考えています

か? 
 

Ａ４．分譲マンションではなく土地付き一戸建て住宅を購入するという選択は，

土地の資産価値を重視する考え方や，住宅に対する所有権を完全に保持したい

という考え方に基づく場合が多いように思います。ここで後者の考え方は，マ

ンション建替え問題に代表されるように，他の住民の意思の制約を受ける区分

所有権の不完全さを好まない考え方，と言い換えてもよいでしょう。区分所有

特有の「しがらみ」に悩まされず，自分の意志で自由に住宅を使用・処分した

いという志向性が強い人は，一戸建て住宅購入を選択する場合が多いだろうと

いうことです。 

 これに対して，土地付き一戸建て住宅ではなく分譲マンションを購入する



人々は，そうした区分所有の「しがらみ」をそれほど強い制約とは思わず，他

者と同じ建物に住むことによってむしろ一種の安心感を得たり，建物周辺の清

掃などの充実した管理体制があることを重視したり，あるいは共用部分のゴー

ジャスな外観を好んだりする，そういった人々であるように思います。また，

分譲マンションであれば，郊外の土地付き一戸建て購入と同じ予算で，より都

心に近く，交通利便性の高い地に住居を構えることができます。利便性を重視

しつつ区分所有の「しがらみ」をあまり気にかけない若い勤労世代が，特にマ

ンション購入を選好しているのだと思います。 

 

 


